
東北農業研究 (Tohoku Agric Res.)41, 87-88(1988)

砂 質排 水不良 田におけ る水稲の胡麻葉 枯病発生防止対策

村井  隆・ 小 野 イ ネ 深 谷 富 夫・

山谷 正 治・ 岸  達 男・ 水 野 要蔵

(秋田県農業試験場 )

Prevent10n for Disease of HelminthospOrium Leaf ttot of Rice in lee_drained

Coarse― textured Field

Yutaka MURAI, Ine ONO, Tomio FuKAYA, Shoji YAMAYA,
TatuO KIsHI and YOz。  lヽIZuNO

(Akita Agricultural Expeiment Station)

4)容土 : 60年 5)残効区 : 資材60年度施用
1 は じ め に

近年県内では,部分的ではあるが,胡麻葉枯病の発生が

急激に増加しつつあり,調査地の天I町は,その多発地帯

となっている。この地域の実態を把握 し改良対策を立てる

ことを目的に,上壌保全対策診断調査の一環として,昭和

59年に現地調査を行い,調査結果にもとづいて昭和60年か

ら3か年間現地対策試験を実施し次のような結果を得たの

で報告する。

2試 験 方 法

は)現地調査 (昭和59年 )

調査地域 : 天王町, 調査地点 : 66点

② 現地対策試験 (昭和60年～62年 )

1)試験場所 : 南秋田郡天王町二日 (琴浜統 )

2)試験区の構成  3)供 試品種 : ササニシキ

表1 試験区構成(現物施用量た,/a)

3 調査及 び試 験結 果

に)現地調査

現地における胡麻葉枯病病斑数の発生状況の調査結果を

表 2に示 した。これは,出穂期の稲体上位 3葉の単位葉身

長当たり(100m)の胡麻葉枯病の病斑数で 4段階に区分

した。調査年は胡麻葉枯病の発生の多い年で,調査地でも

40以上の多発地点が多くみられた。

表 2 胡麻葉枯病 ,病斑数発生調査

(上位 3葉葉身長100m当り)   (昭 和59年 )

表 3に は,胡麻葉枯病調査日の農家について寒施した聞

取調査結果を示した。胡麻葉枯病の発生の多い農家は少な

い農家に比し,窒素施用量カラ く,珪カル施用量が少なかっ

た。また,播種量が多く老化苗を使用しており,更に種子

更新率カツ螢いなどの傾向がみられた。

次に,土壌調査の結果では,地区の大部分は砂質土壌で

3詈又は作土直下からグライ層が出現し,低地では一部下

層から泥炭のでるところもみられた。地下水位が高いため
,

土壌が還元状態になりやすく,根系障害の発生 しやすい土

壌条件力多 かった。

胡麻葉枯病斑数 と出穂期の茎葉中のK20と Si02含

有率の関係についてみる,こ れら成分との間に高い負の相

関関係がみられた。すなわち,茎葉中のK20含有率は

19%以下で ,Si0 2で は95%以 下にな ると胡麻葉枯

病が多発する傾向がみられた。また,Mnと Fe含有率で
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も相関関係がみ られ ,Mnは低い値で,Foは高い値で胡

麻葉枯病の発生が多い。

出穂時の上壌養分と胡麻葉枯病病斑数との関係をみると
,

胡麻葉枯病の多い土壌は,酸化還元電位が低 く,置換性

K20,可 給態Si0 2,遊離酸化鉄等の値が低か った。

また ,可給態S102濃度 と胡麻葉枯病の発生 とは相関関

係が高く140暉 /100夕 以下になると多発する傾向がみ ら

れた。

12)現地対策試験

現地調査の結果をもとに,無機,有段質資材の施用,山

表 4 年次別病班数と生育,収量

ね区は収量が高く,対照区に比 しH%の増収を示した。

3か年の結果によれば,胡麻葉枯病の発生は,その年の

気象条件等によって異なるが,各無機質,有機質資材の連

年施用,更に客土,暗渠併用などの土壌改良により,加里 ,

珪酸等の吸収が改善され胡麻葉枯病の発生は抑制され効果

を高めた。特に,みつかね区,総合改善区は穂数 ,登熟歩

合の向上で増収した。

胡麻葉枯病の病斑数と出穂期の茎葉及び上位 3葉の無機

成分との関係についてみると,茎葉,上位 3葉のSi02,

K20,MgO含有率とは高い負の相関関係がみられた。す

なわち,こ れらの成分が不足すると蛋白合成,澱粉等の多

糖類の合成能力が減退し,可溶性窒素,糖の増大をまねく

ため胡麻葉枯病の発生が増大するのではないかと考えられ

る1)。 また,出穂期における水稲の上葉の珪化細胞数を調

査するため,農試と現地圃場で珪カルを同量施用し比較し

た結果を表 5に示した。珪カル施用で,両圃場とも止葉の

土粘士客入,暗渠等による土壌改良効果を主体に 3か年検

討した。試験開始初年目の60年は,胡麻葉枯病の多発年で
,

病斑の抑制,生育収量に対する資材及び客土の効果は少な

かった。61年度は,胡麻葉枯病の少発生年であったが,各

種資材施用の効果は高く,病斑の発生は抑制され,生育は

良好で,収量は高まった。特に新設の暗渠併用で効果が高

かった。しか し,資材 1年施用の残効区は対照区と略同様

で効果はみられなかった。62年度は,比較的胡麻葉枯病の

発生は多かったが,資材の連年施用及び客土,暗渠の併用

で,胡麻葉枯病の発生は抑制され増収した。特に,みつか

Si02含有率は高まり珪化細胞数は増加 した。 しか し
,

現地水稲は,農試水稲に比 し,珪化細胞数が極めて少なく
,

珪カル無施用の場合,ほ とんど珪化細胞は認められなかっ

た。珪化細胞の少ない水稲は表皮細胞の珪質化の低下につ

ながり,胡麻葉枯病にかかりやすくなると考えられる。こ

の傾向はSi02含有率の低い水稲に多くみられた。

4 ま  と  め

砂質非水不良田における胡麻葉枯病の発生原因としては ,

地下水位が高く土壌が還元状態になりやすいうえ,砂質で

保肥力が小さく養分に乏 しいなどが主因と思われる。これ

によって,根が障害を受け,養分吸収が阻害され秋落ち現

象をまねき胡麻葉枯病の発生を誘因していると思われる。

したがって,JF水改良を図って速度の透水を与え,更に優

良粘土を客土し養分保持力を高めることを基本に,こ れに

無機質,有機質資材を施用することが必要である。胡麻葉

枯病の発生を防止し,水稲の高位安定生産を確保するには,

これら総合的な対策を講じて行くこと力珊 要である。
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